
視察（研修）報告書 
 

令和５年７月２０日 
府中市議会議長 様 
 
                              会派名   創生会 
日  時 令和 5 年 7 月 8 日（土）１０：００～１７：１５ 

令和 5 年 7 月 9 日（日） ９：００～１２：００ 

研 修 先 愛媛大学農学部教室 
研修項目 ２０２３年第２回地域再生塾 

統一テーマ「気づき・寄り添う」ビジネスと人・地域づくり 
参 加 者 愛媛大学地域再生マネージャー他 ４８名 
研修内容 １日目 

１ 若手事業報告ミーティング、塾長「気づき、寄り添い」テーマ解題 
２【講話】「寄り添う力」 神戸大学名誉教授 石井 淳蔵 氏 
３【講話】「現場の気づき・寄り添いの DX」STNet 常務取締役 田口 泰士 氏 

【講話】「小規模多機能自治を目指す地域」愛媛大学社会共創学部 笠松 浩樹 氏 
２日目 
１【質疑応答】「石井先生の講話を受けて『気づき・寄り添いと私』」 
２【講演】「日本農業新聞記者４０年を振り返る」 

愛媛大学農学部地域再生マネージャー１期生 山岡 憲子 氏 
所  感  少子高齢化が急速に進展する中、コロナ禍を契機に社会が大きく変わり、より柔

軟性の地域のあり方が求められています。 
今回の研修では、マーケティングを考えるにあたっては、相手に共感し、経験を

ともにする現場でビジネスの知は生まれる。マーケターの仕事は、「その人と同じ

目線に立つ」「その人のために、自分は何ができるのかを考える」ところからスタ

ートするということを学びました。また、「寄り添う力」の大切さについても理解

を深めることができました。 
さらに、これからの超高齢化社会に対応していくためには、「小規模多機能自治」

という考え方があるということも学びました。 
現在、府中市においては、農業振興ビジョンを推進し、地域の活性化に取り組ん

でいますが、今回の研修で得た大切な視点を農業振興、地域づくりに活かしてまい

ります。 

 


